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連日ニュースで報道される消費者被害トラブルですが、消費者センターに

寄せられる相談の内、65歳以上の高齢者が被害にあったケースが3割を超

えており、その割合は年々増加傾向にあります。今回は高齢者が被害に遭い

やすい案件を多い順番にご紹介します。

●商品別の相談件数：日用品を筆頭に、健康食品や化粧品など高齢者の健康・美容意識につ

け込んだものや、老朽化した自宅の点検や設備の修理をかたったものが目立ちます。

●販売方法別の相談件数：訪問販売や電話勧誘を上回り、インターネット通販が1位となっ

ています。スマホやパソコンを使用できる高齢者が増えてきたことも大きな要因と言えるで

しょう。

取引に不審な点を感じたら、まずは地域包括支援センターまたは

警察機関、消費者ホットライン（１８８）へご相談ください！

1位 商品一般（不審な電話、メール等）

2位 化粧品

3位 健康食品

4位 役務サービス

（サポート詐欺、点検サービス等）

5位 移動通信サービス（携帯電話等）

1位 インターネット通販

2位 定期購入

3位 家庭訪販

4位 電話勧誘販売

5位 かたり商法（身分詐称）

●商品・サービス別相談件数 ●販売方法・手口別相談件数
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